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　気候変動問題が顕著になる中、エネルギー政
策の転換が世界的にも求められている。二酸化
炭素を排出しないエネルギーを考えるとき、し
ばしば候補に挙がってくるものが原子力発電で
はないだろうか。しかし、2011 年 3 月 11 日に
福島第一原子力発電所の事故を経験した日本に
おいて、原子力発電を発電時の二酸化炭素の排
出量が少ないことを口実に、継続あるいは新設
することには全国民が真剣に考えなければなら
ない。多くの国では福島第一原子力発電所の事
故をきっかけに、脱原発に動き始めている。日
本は推進に向けて舵を切ろうとしているが、今
一度立ち止まって、原子力発電が、本当に二酸
化炭素の排出量が少ないのか？本当に環境にや
さしいのか？本当に低コストな発電方法なの
か？など、本当はどのようなものなのかを学ぶ
必要がある。その際に参考になる書籍の一つと
して本書を紹介する。
　本書は、福島第一原子力発電所が主人公と
なって、これまでメディア等で報じられること
がほとんどなかった原子力発電に関する真実
を、「今まで嘘をついていてごめんなさい」と
主人公が詳細を語りながら懺悔するという内容
になっており、筆者である日本テレビのドキュ
メントディレクターである加藤就一氏の取材内
容に基づいて書かれている。一般市民からする
と、原子力発電の技術は難しくてなかなか難解
なイメージだが、本書は技術面も含めて丁寧に
説明してくれているため、原子力発電の基礎知

識がなくても読み進めることができる。
　主人公である福島第一原子力発電所は、本書
において 15 項目について「ごめんなさい」と
謝罪し、最後には遺書も残している。15 項目
のタイトルは、「私は空へ海へ、長年放射能を
捨て続けてきました」「私が事故ると被害額が
国家予算を超える !?」「またまた外務省が隠し
た報告書は、原発へのミサイル攻撃の損害資産」

「私が出す何十種類もの放射能。人体への影響
が未だわからない」「子どもたちへ、将来を心
配させてしまってごめんなさい」「西日本や韓
国の原発が事故ると大変よ」「米国ではダメダ
メな避難計画だと原発は働けない。けど日本は
…？」「放射能は、まやかしだらけでごめんな
さい」「それは私たちが出す核のゴミのこと」「実
は、原発の過酷事故は何度も起きてた」「先進
国日本だけ、ガン死が増え続けています」となっ
ている。いずれの項目も、現場の声に基づいて、
これまでほとんど報道されていなかった内容も
書かれている。また、日本のことだけでなく、
他国との比較も随所に見られ、日本の立場を客
観的に見るという意味でも参考になることが多
いだろう。原子力発電所の構造から放射性物質
と健康に至るまで多岐にわたる内容となってい
るため、紙幅の都合上すべてを紹介することは
できないが、いくつか紹介させていただきたい。
　まず原子力発電の「安全神話」がどのように
作られたかが二つ目のごめんなさいに記載され
ている。福島第一原子力発電所の事故では、住
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民への補償や除染などで 20 兆円以上が必要と
なったが、これは日本に最初の原子力発電が建
設される前から国は認識していたそうだ。1959
年に最初の原子力発電所を建設する際に、唯一
の被爆国である日本において原子力発電を国民
に受け入れてもらうために、被害総額を科学技
術庁は試算しており、『大型原子炉の事故の理
論的可能性及び公衆損害額に関する試算』とい
う報告書を作成していた。この試算における損
害額は当時の日本の国家予算を軽く超えていた
そうだ。万が一事故が発生すれば、その損害賠
償は国と電力会社が負担することとされ、国と
いうことは結果的に国民が支払うということで
あるが、この報告書内容は国民に知らされるこ
とはなかった。報告書には、事故による健康被
害、除染費用、死者数などに加えて内部被ばく
の被害についても書かれている。しかしこの報
告書を国会に出せば原発計画が白紙に戻って
しまうことから、1999 年まで「隠ぺい」され、
国策という力で原発を設置していくことにな
る。そして原発がとんでもない代物だというこ
とを国民に知られないようにするために「絶対
事故は起こらない！絶対安全」という「安全神
話」を作り上げ、「安全」といいつつも原発は
人里離れた場所に立てなければならないという
ことが設置条件になった。
　次に、近年日本において議論となっているト
リチウムを含んだ「処理水」の海洋放出につい
て七つ目のごめんなさいから紹介する。筆者
が電力 10 社に対して実施した共通アンケート
で、放射性物質を空中にも海中にも「出す」と
すべての電力会社が回答したことに加えて、ト
リチウムに関しても全社が「トリチウムは今ま
でも世界中の原発が長年薄めて捨ててきたから
問題ない」として放出していることが判明した
という。ではトリチウムは人体に影響はないの
だろうか。実はアメリカの飲料水のトリチウム
基準値は日本の 13 倍も高くなっているそうだ。
1974 年に開催された日本放射線影響学会で「ト

リチウムは極めて低い濃度でも染色体に異常を
起こす」と日本人が発表していることに加え
て、アメリカではトリチウムは人体に危険とい
う認識があるため基準を厳しくしている。さら
に「処理水」にはトリチウムだけではなく、半
減期 1570 万年のヨウ素 129 やルテニウム 106、
テクネチウム 99 などが残っていることが判明
しているという。筆者は海洋放出以外にも、ト
リチウムを低コストで除去できる技術も開発さ
れつつあるし、20 年経つとトリチウムの濃度
は 1000 分の１になるので、石油の備蓄タンク
が 12 個あれば保管できると指摘しており 1、海
洋放出以外の方法も検討する必要があると提言
している。
　それ以外にも、日本の原子力発電の安全基準
が他国に比べて不徹底であること、「原子炉立
地審査指針」から福島第一原子力発電所の事故
以降「地震」「津波」「洪水」「台風」「活断層」
の文字が消去されて改訂されていること、東日
本大震災の際に「トモダチ作戦」で支援してく
れた米兵が被害に遭っていたこと、テロで原子
力発電所が狙われたらどうなるかなど、多角的
な観点で原子力発電所を捉えている。長年、原
子力発電所のメンテナンスに携わった平井憲夫
さんの言葉、「原発を一日止めると何億円もの
損になるからですね。だから電力会社はできる
だけ止めないのです。放射能というのは非常に
危険なものですが、企業というのは、人の命よ
りもお金なのです」「原発がある限り、世界に
本当の平和は来ないのです」は忘れてはなら
ず、将来世代に何を残すべきか、原子力発電の
問題から、エネルギー、核兵器問題、平和、科
学の在り方について多くの人が一緒に考えるう
えで、参考になる一冊であるだろう。

注
１　「原発が嘘を告白し懺悔 ノンフィクション小

説の著者に聞く」（2021 年 5 月 31 日）https://
www.nikkan-gendai .com/art ic les/view/
life/289740.
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